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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第63期
第１四半期
連結累計期間

第64期
第１四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成26年９月30日

売上高 (千円) 7,373,530 7,106,951 29,667,008

経常利益 (千円) 57,100 54,179 290,341

四半期(当期)純利益 (千円) 29,768 22,663 146,464

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 61,293 82,410 223,049

純資産額 (千円) 4,397,650 4,538,248 4,535,896

総資産額 (千円) 14,300,241 14,605,827 13,614,379

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 6.33 4.82 965.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.8 31.1 33.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日本銀行の金融緩和策により穏やかに

回復基調で推移してまいりましたが、消費税増税後の個人消費の落ち込みや急激な円安による原材料価格の高騰な

どにより、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような経済状況の中で、当社グル-プはビジネス環境の変化に対応すため体質を強化し、積極的な営業活動

をしてまいりました。

この結果、前年同四半期と比べ、売上高は、71億６百万円と２億66百万円（△3.6％）の減収、営業利益は、44

百万円と５百万円（△11.2％）の減益、経常利益は、54百万円と２百万円（△5.1％）の減益、四半期純利益

は、　　22百万円と７百万円（△23.9％）の減益となりました。

各セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（化学工業薬品）

化学工業薬品は、主力であります電子部品産業をはじめとし、素材産業を含む製造業が高稼働を維持したことに

より前年同四半期を上回りました。また、同関連機器は、納期の遅れや大学等の残予算消化の遅れなどにより前年

同四半期を下回りました。この結果、売上高は、全体で32億18百万円と54百万円（△1.7％）の減収、セグメント

利益(売上総利益)は、２億94百万円と６百万円（△2.0％）の減収となりました。

（臨床検査試薬）

臨床検査試薬は、年末年始分の需要増や検体数の増加などにより前年同四半期を上回りました。また、同関連機

器は、新規納入分が計画通り進まなかったため前年同四半期を下回りました。この結果、売上高は、全体で30億80

百万円と１億79百万円（△5.5％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、２億67百万円と22百万円（△7.7％）

の減収となりました。

（食品）

食品添加物は、消費低迷の影響による生産調整などにより前年同四半期を下回りました。この結果、売上高は、

７億84百万円と23百万円（△2.9％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、69百万円と１百万円（△2.7％）の

減収となりました。

（その他）

その他は、価格競争の激化、種苗の販売減などにより前年同四半期を下回りました。この結果、売上高は、23百

万円と８百万円（△27.6％）の減収、セグメント利益(売上総利益)は、３百万円と２百万円（△42.2％）の減収と

なりました。
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（２）財政状態の分析

①資産・負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、９億91百万円増加し、146億５百万円となり

ました。また、負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、９億89百万円増加し、100億67百万円、純資産につ

きましては、前連結会計年度末に比べ、２百万円増加し、45億38百万円となりました。主な内容は以下のとおりで

あります。

（資産）

資産の増加の主な原因は、四半期連結会計期間末日が金融機関休業日により現金及び預金が９億13百万円増加し

たことによるものであります。

（負債）

負債の増加の主な原因は、四半期連結会計期間末日が金融機関休業日により支払手形及び買掛金が９億61百万円

増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産の増加の主な原因は、利益剰余金が57百万円減少したものの、その他有価証券評価差額金が58百万円増加

したことによるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 14,640,000

計 14,640,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年2月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,800,000 4,800,000
東京証券取引所JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数   1,000株

計 4,800,000 4,800,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年10月１日～
平成26年12月31日

― 4,800,000 ― 820,400 ― 881,100
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
101,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,688,000
4,688 ―

単元未満株式
普通株式

11,000
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 4,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 4,688 ―
 

(注) １．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成26年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

２．「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

３．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が75株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
東北化学薬品株式会社

青森県弘前市大字神田
１-３-１

101,000 ─ 101,000 2.1

計 ― 101,000 ─ 101,000 2.1
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 961,827 1,875,624

  受取手形及び売掛金 6,816,204 ※  6,733,426

  商品 868,267 946,190

  繰延税金資産 33,207 16,967

  その他 303,970 313,667

  貸倒引当金 △3,606 △2,779

  流動資産合計 8,979,871 9,883,096

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 451,396 443,634

   土地 1,650,849 1,650,849

   リース資産（純額） 97,477 139,166

   その他（純額） 285,574 287,443

   有形固定資産合計 2,485,298 2,521,093

  無形固定資産   

   のれん 97,344 89,232

   その他 15,142 14,890

   無形固定資産合計 112,486 104,122

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,009,169 1,097,654

   リース投資資産 198,050 170,144

   その他 870,013 870,291

   貸倒引当金 △40,510 △40,575

   投資その他の資産合計 2,036,722 2,097,514

  固定資産合計 4,634,507 4,722,731

 資産合計 13,614,379 14,605,827

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,144,723 ※  8,106,483

  短期借入金 430,000 430,000

  1年内返済予定の長期借入金 68,760 68,760

  リース債務 142,934 151,936

  未払法人税等 94,168 14,601

  賞与引当金 62,695 15,000

  その他 191,093 311,589

  流動負債合計 8,134,374 9,098,371

 固定負債   

  長期借入金 258,420 241,230

  リース債務 266,036 270,207

  繰延税金負債 141,891 168,530

  退職給付に係る負債 88,484 104,936

  役員退職慰労引当金 153,849 156,014

  その他 35,427 28,290

  固定負債合計 944,108 969,208

 負債合計 9,078,483 10,067,579
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 820,400 820,400

  資本剰余金 881,100 881,100

  利益剰余金 2,605,010 2,547,615

  自己株式 △46,313 △46,313

  株主資本合計 4,260,196 4,202,801

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 298,775 357,497

  退職給付に係る調整累計額 △23,076 △22,050

  その他の包括利益累計額合計 275,699 335,446

 純資産合計 4,535,896 4,538,248

負債純資産合計 13,614,379 14,605,827
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 7,373,530 7,106,951

売上原価 6,704,970 6,471,397

売上総利益 668,559 635,554

販売費及び一般管理費 618,794 591,344

営業利益 49,765 44,209

営業外収益   

 受取利息 864 783

 受取配当金 3,827 4,825

 持分法による投資利益 ― 35

 保険解約益 ― 4,072

 その他 5,082 2,875

 営業外収益合計 9,774 12,592

営業外費用   

 支払利息 2,321 2,310

 持分法による投資損失 20 ―

 その他 98 312

 営業外費用合計 2,439 2,622

経常利益 57,100 54,179

特別利益   

 固定資産売却益 313 ―

 受取和解金 4,223 ―

 特別利益合計 4,536 ―

特別損失   

 固定資産除却損 15 ―

 投資有価証券評価損 ― 1,850

 会員権評価損 300 ―

 リース解約損 3,353 ―

 特別損失合計 3,669 1,850

税金等調整前四半期純利益 57,968 52,329

法人税、住民税及び事業税 12,545 13,286

法人税等調整額 15,653 16,379

法人税等合計 28,199 29,666

少数株主損益調整前四半期純利益 29,768 22,663

四半期純利益 29,768 22,663
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 29,768 22,663

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 31,524 58,721

 退職給付に係る調整額 ― 1,025

 その他の包括利益合計 31,524 59,747

四半期包括利益 61,293 82,410

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 61,293 82,410

 少数株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号　平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」 (企業会計基準適用指針第25号　平成24年5月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率

の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間及

び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が14,821千円増加し、利益剰余金が9,574

千円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

への影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期連

結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成26年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

受取手形 ―千円 39,184千円

支払手形 ―千円 43,975千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 21,719千円 19,437千円

のれんの償却額 8,112千円 8,112千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月19日
定時株主総会

普通株式 56,389 12.00 平成25年９月30日 平成25年12月20日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年12月18日
定時株主総会

普通株式 70,483 15.00 平成26年９月30日 平成26年12月19日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 3,272,507 3,260,540 807,955 32,527 7,373,530 ─ 7,373,530

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

計 3,272,507 3,260,540 807,955 32,527 7,373,530 ─ 7,373,530

セグメント利益 300,576 290,111 71,360 6,511 668,559 ─ 668,559
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年10月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)化学工業薬品臨床検査試薬 食品 その他 計

売上高        

  外部顧客への売上高 3,218,379 3,080,761 784,276 23,534 7,106,951 ― 7,106,951

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 3,218,379 3,080,761 784,276 23,534 7,106,951 ― 7,106,951

セグメント利益 294,561 267,819 69,411 3,761 635,554 ― 635,554
 

　　(注)セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 ６円33銭 ４円82銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 29,768 22,663

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 29,768 22,663

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,699,123 4,698,925
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月10日

東北化学薬品株式会社

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   泉         淳   一   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   土   居   一   彦   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東北化学薬品株

式会社の平成26年10月１日から平成27年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年10月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東北化学薬品株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態及びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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